
第１回岡山市場再整備検討委員会

岡山市場再整備事業の検討の進め方

令和８年６月 岡山市
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資料１



１．岡山市場再整備事業に関する取組経過
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市場機能は将来にわたって必要不可欠

市場規模のコンパクト化、 独自性を活かした集荷・
販売、まちづくり等を推進

未来を創造する新しいチャレンジを「オール岡山市
場」で推進

“岡山市場らしさ”を創造し、磨き上げる

～ 「オール岡山市場」でチャレンジ !! ～

将来像 取組方針

将来構想（令和７年９月策定）における議論とそれを踏まえた岡山市の方針

●特に、施設・設備面については、

 ＊「老朽化は喫緊に対応すべき課題」や「集荷・販売力向上のために機能強化を急ぐべき」 とのご意見多数

 ＊他都市事例をみても、市場再整備には、一般的に10年以上（検討開始～完成）を要する見込み

◼ 教育機能・情報発信 ◼ ブランド化・商品の付加価値向上

◼ まちづくり・地域振興への貢献 ◼ 量販店ニーズへの対応

◼ 環境配慮・防災 ◼ 将来の岡山市場の立地戦略

◼ 産地・販売先との連携による地場
産品の集荷・販売力強化

◼ 場内事業者の組織体系の再編・連
携体制の構築

◼ 品質・衛生管理の向上 ◼ 業務効率化・DX

◼ 広域流通拠点化の推進 ◼ 働きやすい環境づくり

施設・設備更新に向けた検討を早期に開始する必要!
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令和７年度中の経過

１．岡山市場再整備事業に関する取組経過

8/22
第４回未来会議

２月１月12月11月10月９月８月 ３月

令和７年 令和８年

１１月議会市長答弁：「生産者や販売者に選ばれ、引
き続き市民の皆様に安全安心な食料品を安定的に
供給できるよう、施設の再整備を行うこととする」

2/10
令和8年度当初予算要求

（再整備基本計画
策定支援業務）

3/16
他市場

事例報告会

将来構想
策定

3/17
議会最終日
予算案可決



◼ 学識者や市場関係者を含めた「岡山市場再整備検討委員会」において、再整備の方向性を協議・検討する。

◼ 再整備検討委員会と連動した実務的な協議・検討の場として、場内事業者を中心とした「岡山市場再整備検討委員会作業部会」を部門別
に設置する。

◼ 再整備検討委員会作業部会と並行して、場内事業者等の個別ヒアリングを実施し、現状・課題・ニーズを丁寧に踏まえた議論を行う。

２．令和８年度以降における岡山市場再整備事業の検討の進め方
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検討体制

【再整備検討委員会及び再整備検討委員会作業部会・個別ヒアリングのスケジュールイメージ】

再整備検討委員会

部門別作業部会

個別ヒアリング

◼ ２か月に１～２回程度の頻度で開催予定（部門ごとに調整）

◼ 部門を超えた合同開催等も想定

作業部会の進捗状況に応じて、適宜実施

◼ 年３回程度の頻度で開催予定
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事業スケジュール

◼ 再整備検討委員会及び作業部会を中心に高い密度で議論を重ねながら、令和８～令和９年度の約２年をかけて「基本計画」を策定するこ
とを目指す。

◼ 事業手法に応じて、基本計画以降の期間・プロセスは変わる可能性がある。

≪基本計画のゴール≫

再整備プラン＋事業費・使用料に関する概ねの合意形成を図る

=事業を次のステップに進めるための方針・条件を固めていく

◼ 再整備コンセプト

◼ 将来的な取扱数量（目標）

◼ 市場の立地・再整備後の必要規模

◼ 導入機能・性能、配置・構造・建築設備計画

◼ 工事工程、整備スケジュール

◼ 概算事業費、市場会計・使用料

◼ 整備・運営手法、余剰地活用方策

２．令和８年度以降における岡山市場再整備事業の検討の進め方

令和８年度 令和９年度 令和10年度

基本計画策定
事業者募集・選定・契約
⇒事業開始（設計・工事）
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令和８・９年度の検討プロセス

２．令和８年度以降における岡山市場再整備事業の検討の進め方

令和８年度 令和９年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

再整備検討委員会

再整備基本計画

再整備コンセプト

市場の立地

取扱数量・施設規模

導入機能・性能

配置計画

工事工程・スケジュール

概算事業費・使用料

整備・運営手法

余剰地活用方策

１ ２ ３ ４ ５ ６

中間案 素案 最終案
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